











まで一般的な召使いである。それ 滑稽なふるまいや言動をするのは、過ちや弱さ、愚かさによっ 引き起こさ る滑稽のパターンである。とんちや諷刺を利かせたり、話し上手な太郎冠者もいるけれど、その専門家として雇われているわけではない。　
したがって、フールと太郎冠者は、結果として似た滑稽さを演じ
ることはあっても、基本的に異なる であるという結論にな であろう。　注１．








リア王の最も忠実な家来の一人。王と苦難をともにする悲劇的人物。彼は、最初から王が誤りを犯したことを知っており、機会あるごとに王に忠告する。王が真相を悟りはじめたのちも執拗なまでに忠告を繰り返し、 をいっそうの苦悶 後悔に追い込む。 （執筆は小津次郎）
　
一方、太郎冠者は狂言に登場する典型的キャラクターで、大名や
主人の筆頭召使いである。　『演劇百科大事典』が説明する「リア王」のフールに近い属性を有するのは、 「萩大名」の太郎冠者であろう。この太郎冠者は、萩の庭を見物に出掛ける に付き従う。無教養の大名は即興の和歌を詠むのが難しいので、あらかじめ入れ知恵をして助ける。ところが、カンニングの打ち合わせまでして出掛けたのに、大名がとんちんかんな反応をして まう。大名の失言をことごとくたしなめ助け船をだすが、最後に堪忍袋の緒が切れ、 「あのよ な人は懲らしめたがよい」と姿を消す。　このようなフールと太郎冠者の共通点を挙げるなら、批判精神の























































































をことごとくそぎ落とす形になっている。それでいて、なおかつ喜劇としてのストーリーはほぼ生かされ、その価値は落ちていないという点に注目すべきであり、そこ 狂言様式による翻案喜劇の可能性が見いだせよう。簡単に言えばスリム化の可能性である。【事例２】 「まちがい 狂言」　
この作品は、簡略化の手が施されつつも、原作の基本的な展開と
せりふ内容は概ね生かされて る ってよい。　









幼い頃に生き別れてしまった双子の息子たちを再会させたい 思った白草の商人の直介は、敵国の黒草の国に上陸する。瓜二つの息子二人と、やはり瓜二つの従者二人。それぞれ顔も名前 全く同じ区別がつかな 。そ ために二組の双子の取り違えが起こるが、そのことを本人も周囲も気付かぬうちに、誤解が誤解を生んで騒動が展開。最後に四人が一度 顔を合わせて、事情が判明する。庵主が母親だったこともわ り、親子・従者六人が再会する形でハッピーエンド。　
登場人物の名前は、イージオンが白草の直介、エミリアが庵主お





































































































































































































く、多くは単純な筋書きだから、フランス ファルスに匹敵する笑劇と言うべきだとする主張もあるけれど、広い意味での喜劇には違いない。また、 中には滑稽味よりも祝言性を重視するも （ 「福の神」など）や、 悲劇的な要素が含まれる作品（ 川上」など）もあるが、それらにも滑稽味がないわけではない　
②せりふ劇であるという認識も基本的な狂言のとらえ方である。
それは能が謡と舞によって表現されるので、その対比 しても大切なことである。
